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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
•  取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
•  ご使用前に「安全上のご注意」（ 22～24ページ）を必ずお読みください。
•  保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書とともに大切に保管
してください。

困ったときは？

Q&A（よくあるご質問）
こんな表示が出たら
故障かな！？

20ページ
20～ 21ページ
21ページ
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付属品
 付属品を確認してください

□  FM簡易型アンテナ（1本）
【RSAX0002】

□  AMループアンテナ（1本）
【N1DYYYY00010】

□  電源コード（1本）
【K2CA2CA00024】

□  リモコン（1コ）
【N2QAYB000524】

□  リモコン用乾電池
（単3形、2本）

•  電源コードは、本機専用ですので、他の機器には
使用しないでください。また、他の機器の電源コー
ドを本機に使用しないでください。

•  包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処
理をしてください。

•  カッコ【　　】内は、2010年 1月現在の品番で
す。品番は変更されることがあります。

付属品（ 上記）と別売品（ 19ページ）
は販売店でお買い求めいただけます。
パナソニックの家電製品直販サイト「パナ
センス」でお買い求めいただけるものもあ
ります。くわしくは「パナセンス」のサイ
トをご覧ください。

http://club.panasonic.jp/mall/sense/

リモコンの準備
■ 乾電池の入れかた

ふたを閉めるときは、
こちら側から先に入れる

単3形

リモコンのうら面 ふたのふちを押しながら
開ける

•  ( )を確認してください。
•  電池はマンガン乾電池、またはアルカリ乾電池を
お使いください。

■ リモコンの使用範囲

リモコン 
受信部 

送信部 

正面で7 m 以内30° 30° 

•  距離と角度はおよその数値です。

■ 使用上のお願い
•  受信部とリモコンの間に障害物を置かない。
•  受信部に直射日光やインバーター蛍光灯の強い光
を当てない。

•  受信部と送信部のほこりに注意する。
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 CDを聴く ..................................... 9
• 再生範囲を変える／順不同で聴く ................. 10
• 好きな曲から聴く ............................................ 10
• 曲を選んで聴く ................................................ 10
• くり返し聴く .................................................... 11

 ラジオを聴く .............................. 11
• 放送局を記憶させて聴く ................................. 11
• 周波数を合わせて聴く .................................... 12

テレビなど外部機器の音声を聴く .. 13
• 外部機器を接続する ........................................ 13
• 外部機器の音声を本機で聴く ......................... 13

iPod/iPhone

 iPod/iPhone の音楽を聴く ...... 14
• iPod/iPhone を本機に接続する ................... 14
• iPod/iPhone を本機で充電する ................... 15
• iPod/iPhone の音楽を本機で聴く ............... 15

タイマー
時計を合わせる ................................ 15
おやすみタイマー ............................. 15
おめざめタイマー ............................. 16

使いこなす
音質・音場効果を楽しむ ................. 17
• 好みの音質を楽しむ ........................................ 17
• 低域 /高域を調整する .................................... 17
• 豊かな低音で聴く ............................................ 17
• サラウンド効果を楽しむ ................................. 17
• より自然な音で聴く ........................................ 17

便利な機能 ........................................ 18
• 電源の切り忘れを防ぐ .................................... 18
• CDの再生時間などの情報を見る ................... 18
• 表示部の明るさを変える ................................. 18
• 一時的に消音する ............................................ 18
• ヘッドホンで聴く ............................................ 18
• リモコンモードを変更する ............................. 19

必要なとき
別売品のご紹介 ................................ 19
Q&A（よくあるご質問） ................. 20
こんな表示が出たら ......................... 20
故障かな！？ .................................... 21
仕様 .................................................... 25
さくいん ............................................ 25
保証とアフターサービス ................. 26
お手入れ ...................................... 裏表紙
保管 .............................................. 裏表紙
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各部のはたらき
本体

1 2 4 7 8 

10 9 11 12 9 

3 

13 14 15

16

6 5 

17 18

なまえやはたらき 参照ページ

1

電源ランプ（赤色）
点灯：電源入時
消灯：電源切（スタンバイ）時

―

［電源8］電源を入 /切する ―

2
［iPod ;開 /閉］iPod/iPhone 側の電
動スライドドアを開閉する

5

3
［u/t］［y/i］
スキップ /サーチする／
ラジオの周波数やチャンネルを選ぶ

9, 12, 15

4 ［g］停止する 9, 15

5

［iPod q/h］［CD q/h］
iPod/CDに切り換えて再生する／
一時停止する

9, 15

［FM] [AM] [AUX］FM/AM/AUXに切
り換える

11 ～ 13

6
［3 音量 4］音量を調節する
•  0（最小）～50（最大）

―

なまえやはたらき 参照ページ

7
［CD ;開 /閉］CD側の電動スライドド
アを開閉する

5

8 ［D.BASS］D.BASS効果を入 /切する 17

9 スピーカー部 ―

10 表示部 5

11 リモコン受信部 2

12 電動スライドドア 5

13 通気孔 24

14 AUX（外部入力）端子 13

15 W（ヘッドホン）端子 18

16 AC入力端子 7

17 AMアンテナ端子 7

18 FMアンテナ端子 7, 12

上面
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表示部

1

2

3 4 5 76 8

9

電動スライドドアの開閉について
■ iPod/iPhone 側を開けるには ■ CD側を開けるには

押す 押す

閉めるには、もう一度本体の［iPod ;開 /閉］を
押します。
•  iPod/iPhone を接続するには「iPod/iPhone を
本機に接続する」（ 14ページ）

閉めるには、もう一度本体の［CD ;開 /閉］を
押します。
•  CDを入れるには「CDを聴く」手順 2

（ 9ページ）

お願い

•  電動スライドドアは手で開閉しないでください。無理に開閉すると故障の原因になります。
•  手をはさむおそれがありますので、電動スライドドア付近に手を置かないでください。
お知らせ

•  リモコンのボタンでも操作できます。
•  iPod レバーがロック（ 14ページ）されていないと、「UNLOCKED」が表示され、電動スライドドアは閉まりません。
•  iPod/iPhone 側（またはCD側）の電動スライドドアが開いている状態から、直接CD側（または iPod/iPhone 側）の電
動スライドドアを開けることはできません。

•  iPod/iPhone 側の電動スライドドアは、開いている状態で電源を切っても自動的には閉まりません。

なまえやはたらき 参照ページ

1
セレクター／各操作の画面／曲の情報／
時計表示　など

―

2 おやすみタイマー 15

3

再生の種類
：  1 曲再生
：  ランダム再生
：  リピート再生

10, 11

4 オートオフ設定中 18

5 プログラム再生 10

6 おめざめタイマー 16

なまえやはたらき 参照ページ

7

音質・音場効果
：  D.BASS設定中

：  プリセットイコライザー設
定中

：  サラウンド設定中

17

8 おめざめタイマーの開始 /終了 16

9
ラジオ受信状態

：  FMステレオ放送受信中
：  FMモノラル受信中

12

各
部
の
は
た
ら
き

準　

備
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各部のはたらき（つづき）

リモコン

1

2

3

4

5
6

8

9

10

11

16

18

27

19

17

20

21

22

24

25

26

12

13

14

15 28

7

23

■ 本書の説明について
•  リモコンでの操作を中心に説明して
います。

•  表示部の画面イラストは説明のため
の例です。また、画面の一部を省略
している場合があります。

なまえやはたらき 参照ページ
1 ［電源］電源を入 /切する ―

2 ［スリープ］おやすみタイマーを設定する 15

3 「数字ボタン」番号を選ぶ 10, 12, 19

4 ［消去］プログラム曲を消去する 10

5
［プログラム］プログラム設定を入 /切する／
マニュアルメモリーを設定する

10, 11

6 ［リピート］リピート再生する 11

7

［CD q/h］［iPod q/h］
CD/iPod に切り換えて再生する／一時停止する

9, 15

［ラジオ］FM/AMに切り換える 11

［AUX］AUXに切り換える 13

8 ［g］停止する 9, 15

9 ［リ . マスター］リ . マスターを入 /切する 17

10 ［iPod MENU］iPod の選曲メニュー画面に入る 15

11 ［プリセットEQ］音質効果を設定する 17

12
［e］［r］［w］［q］［決定］メニューや設定画面で選ん
で決定する

―

13
［表示切換 /―ディマー］
表示を切り換える／表示部の明るさを変える

9, 18

14
［チューニングモード］
ラジオのマニュアル /プリセットを切り換える／
AMのビートプルーフを切り換える

11, 12

15 ［オートオフ］オートオフを入 /切する 18

16
［iPod ;］iPod/iPhone 側の電動スライドドアを開閉
する

5

17 ［CD ;］CD側の電動スライドドアを開閉する 5

18
［時計 /タイマー］
時計を合わせる /表示する／
おめざめタイマーを設定する

15, 16

19 ［再生z］おめざめタイマーを入 /切する 16

20
［4 音量 3］音量を調節する
•  ０（最小）～50（最大）

―

21 ［消音］一時的に消音する 18

22
［再生モード］
再生モードを選ぶ／
オートプリセットメモリーの開始周波数を設定する

10, 11

23
［u/t］［y/i］
スキップ /サーチする／
ラジオの周波数やチャンネルを選ぶ

9, 12, 15

24 ［D.BASS］D.BASS効果を入 /切する 17

25 ［BASS/TREBLE］低音 /高音を設定する 17

26 ［サラウンド］サラウンド効果を入 /切する 17

27
［FM音声モード］FMのステレオ /モノラルを
切り換える

12

28 ［入力レベル］入力レベルを変更する 13
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1 FM簡易型アンテナを接続する

奥までしっかり
差し込む

実際に放送を受信し（ 11ページ）、雑音
の少ない壁や柱の位置に、テープで止めます。

2 AMループアンテナを接続する

AM
ANT

カチッ !

溝に
差し込む

実際に放送を受信し（ 11ページ）、雑音
の少ない位置に置きます。

3 電源コードを接続する
電源コードは最後に接続します。

■ 電源コードを抜くときは
① ［電源］を押して電源を切る
② 「GOODBYE」の表示が消えてから電源コードを
抜く

■ よりよい音響効果を得るために
音は置きかたによって変わります。
例えば、床の上や部屋の隅に置くと低音が増します。
下記を参考に、よりよい音質をお楽しみください。
•  しっかりした、平らで安定した場所に設置する
•  スピーカー周囲の様子をできるだけ同じにする
•  左右は壁から離す
•  堅い壁やガラス窓には厚地のカーテンなどを掛け
て反射を少なくする

•  後ろの壁から5 cm以上離して設置する

■ 本機を移動するときは
① CD/iPod/iPhone を取り出す
② ［電源］を押して電源を切る
③ 「GOODBYE」の表示が消えてから電源プラグを
抜く

お願い

•  スピーカーは防磁設計ではありません。テレビやパソコンな
どの近くに置かないでください。

•  大きな音量で連続使用しないでください。スピーカー特性の
劣化が起こったり、スピーカーの寿命が極端に短くなったり
することがあります。

•  通常の使用時でも音がひずんだときは、音量を下げてご使用
ください。（音量を下げないと、スピーカー破損の原因にな
ることがあります。）
お知らせ

•  スピーカーネットは取り外しができません。

接続のしかた /設置

家庭用電源コンセント 
（AC100 V、50/60 Hz） 接

続
の
し
か
た
／
設
置

各
部
の
は
た
ら
き
（
つ
づ
き
）

準　

備
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CDについて
  のマークが入ったものなど、規格に合致した

ディスクをご使用ください。
ただし、ハート型など、特殊形状
のCDはご使用にならないでくだ
さい。
また、違法にコピーしたディスクや規格外ディスク
については再生を保証していません。
DualDisc（デュアルディスク：両面に音楽や映像
などの情報が書き込まれたディスク）の再生は保証
しておりません。

CDそのものの破損の原因となるほか、機器の故障
の原因ともなりますので、次のことをお守りくださ
い。
•  鉛筆やボールペンなどで字を書かない
•  レコードクリーナーやシンナー、ベンジン、アル
コールでふかない

•  紙やシール、ラベルを貼らない
•  傷つき防止用のプロテクターなどは使わない
•  シールやラベルがはがれたり、のりがはみ出して
いるCDは使わない
● CD-R と CD-RWの再生について
CD-DAフォーマットで記録された音楽用CD-Rと
CD-RW再生に対応しています。録音終了時にファ
イナライズ※が必要です。ただし、記録状態によっ
て再生できない場合があります。
※  音楽用CD-R/CD-RW再生対応機器で再生できるように処
理すること。

■ 取扱上のお願い
● 持ちかた

再生面（光っている面）には触れない

● 汚れたときは
水を含ませた柔らかい布でふき、あとはからぶきし
てください。

再生面（光っている面）

内側から外側へ

● 露がついたら
急に暖かい室内に持ち込んだときなど、露がついた
場合は、乾いた柔らかい布でふいてください。
● CDを良い音でお楽しみいただくために
別売の専用クリーナーで時々清掃されることをおす
すめします。
推奨品：  CDレンズクリーナー（品番RP-CL510）
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Ｃ
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を
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て

CDを聴く
■ 本機で再生できるディスク

市販の音楽CD（CD-DA） ○
CD-R/CD-RW（CD-DA） ○
CD-R/CD-RW
（WMA/MP3）

×
再生できません

1 ［電源］を押して電源を入れる

2 ① ［CD ;］を押して
電動スライドドアを開け、
CDを入れる

ラベル面を上にする

CDの左側を電動スライド
ドアの下にすべりこませる
ようにして入れる

カチッと音がするまでCD
中央部を押す

② ［CD ;］をもう一度押して
電動スライドドアを閉める

例）セレクターがCDのとき

1 3 7 0 1 1
曲数 総再生時間

3 ［CD q/h］を押す
再生が始まります。

1 0 0 3
再生中の曲番 再生経過時間

■ リモコンでの操作
停止する ［g］（停止）を押す

一時停止する
［CD q/h］を押す
•  再開するにはもう一度押す

曲を飛ばす
（スキップ）

［u/t］［y/i］を押す

早送り /早戻し
する（サーチ）

再生中 /一時停止中に
［u/t］［y/i］を聴きた
い位置まで押したままにする

音量を調節する ［4 音量 3］を押す

再生残り時間を
見る

［表示切換 /―ディマー］を押す
押すたびに内容が切り換わりま
す。（再生中や一時停止中など状
態によって異なります。）

お知らせ

•  すでにCDが入っている場合、電源切時に［CD q/h］を押
すと、電源が入り、CD再生が始まります。（ワンタッチプレイ）

CDを取り出すには

［CD ;］を押す
•  閉めるにはもう一度押す

お願い

•  CDが電動スライドドアに当たらないように取り出してくだ
さい。

•  電動スライドドアを開いたまま長時間放置しないでくださ
い。CDレンズの汚れの原因になります。

•  CDレンズに触れないでください。

CD レンズ

準　

備

聴　

く



10

CDを聴く
（つづき）

再生範囲を変える／順不同で聴く 
再生モード

•  CDを入れておく

1 ［再生モード］を押す
押すたびに

RANDOM1-TRACK
（表示なし：通常の再生）

R ANDOM

1-TRACK ：  1曲を再生する
RANDOM ：  CDをランダムプレイする

2 ［CD q/h］を押す

お知らせ

•  ランダムプレイ中は、一度再生した曲へスキップできません。

好きな曲から聴く ダイレクトプレイ

•  CDを入れておく

数字ボタンを押して曲を選ぶ
選んだ曲から順に再生が始まります。

■ 10以上の曲番の選びかた
例：12

お知らせ

•  ランダム /プログラム設定中は、ダイレクトプレイできませ
ん。

曲を選んで聴く プログラムプレイ

好みの曲を選んで、好きな順に聴くことができます。
最大24曲までプログラムできます。

•  CDを入れておく

1 停止中に
［プログラム］を押す

0 0 0-- --
2 数字ボタンを押して曲を選ぶ

■ 10以上の曲番の選びかた
例：12

● 続けて選ぶときは、この操作をくり返して
ください。

5 0 3
曲番 プログラムされた曲数

-- --
3 ［CD q/h］を押す

プログラム順に再生が始まります。

■ 停止するには：再生中に［g］（停止）を押す（プ
ログラム内容は保持されます。）

■ プログラム内容を確認するには：プログラムプレ
イの停止中に［u/t］［y/i］を押す

■ プログラム曲を追加するには：プログラムプレイ
の停止中に手順 2 を行う

■ 通常の再生に戻すには：プログラムプレイの停止
中に［プログラム］を押して“ ”を消す（プ
ログラム内容は保持されます。）

•  プログラムプレイに戻るには、［プログラム］→［CD 
q/h］を押す

■ プログラムを1曲ずつ取り消すには：プログラ
ムプレイの停止中に［消去］を押す（押すたびに
最後の曲から取り消されます。）

■ プログラムをすべて取り消すには：
① プログラムプレイの停止中に［g］（停止）を押す
② 「CLR ALL」の点滅中にもう一度［g］（停止）を押す

お知らせ

•  プログラムプレイの総演奏時間は表示されません。
•  電源を切ったり、セレクターを切り換えてもプログラム内容
は保持されます。

•  CD側の電動スライドドアを開けると、プログラム内容は取
り消されます。

•  プログラム曲を選んで取り消すことはできません。
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くり返し聴く リピートプレイ

リピートプレイは、他のCD再生と組み合わせて設
定できます。

•  CDを入れておく

1 ［リピート］を押して「ON REPEAT」
を選ぶ
押すたびに
ON REPEAT OFF REPEAT

ON REPEA
2 ［CD q/h］を押す

■ 解除するには：［リピート］を押して「OFF　
REPEAT」を選ぶ

ラジオを聴く
•  FM簡易型アンテナ /AMループアンテナを接続し
ておいてください。（ 7ページ）

放送局を記憶させて聴く
放送局をチャンネルに記憶させておくと、簡単な操
作で聴くことができます。FM/AM各15局まで記
憶することができます。

自動で記憶させる
（オートプリセットメモリー）
自動で各チャンネルに受信できる放送局を割り当てます。

1 ［ラジオ］（本体では［FM］［AM］）を
押して「FM」または「AM」を選ぶ
押すたびに

AMFM

2 周波数が動き始めるまで［プログラム］
を押したままにする
現在受信できる放送局がチャンネルに記憶さ
れます。

■ 割り当てる開始周波数を変更するには：［再生モード］
を押して「CURRENT」または「LOWEST」を選ぶ

押すたびに
CURRENT LOWEST

CURRENT： 受信中の周波数から割り当て
LOWEST： 一番低い周波数から割り当て

お知らせ

•  電源切時に［ラジオ］を押すと、電源が入り、ラジオを受信します。

手動で記憶させる
（マニュアルメモリー）
「オートプリセットメモリー」で記憶させたチャン
ネルに、上書きすることもできます。
FMのモノラル受信（  12ページ）での登録も可能です。

•  ラジオ受信中に［チューニングモード］を押して
「MANUAL」を選んでおく
押すたびに MANUAL PRESET

1 ［u/t］［y/i］を押して
登録したい周波数に合わせる

2 ［プログラム］を押す

聴　

く
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ラジオを聴く
（つづき）

3 数字ボタンを押してチャンネルを選ぶ

■ 10以上のチャンネルの選びかた
例：12

選んだチャンネルに受信中の放送局が記憶さ
れます。

記憶させた放送局を聴く
（プリセットチューニング）

1 ラジオ受信中に
［チューニングモード］を押して
「PRESET」を選ぶ
押すたびに

MANUALPRESET

2 ［u/t］［y/i］を押して
チャンネルを選ぶ
選んだチャンネルの放送局を受信します。

F M 7  6  5  
FMステレオ放送を受信すると表示 

● 数字ボタンでもチャンネルを選べます。

■ 10以上のチャンネルの選びかた
例：12

周波数を合わせて聴く マニュアルチューニング

1 ［ラジオ］（本体では［FM］［AM］）を
押して「FM」または「AM」を選ぶ
押すたびに

AMFM

2 ［チューニングモード］を押して
「MANUAL」を選ぶ
押すたびに

MANUAL PRESET

3 ［u/t］［y/i］を押して
周波数を合わせる

■ 自動選局するには（オートチューニング）：周波
数が動き始めるまで［u/t］［y/i］を押
したままにする（放送を受信すると止まります。）
好みの放送局を受信するまで、同じ操作をくり返す。

•  周囲に妨害電波があると、放送を受信せずに周波
数が止まることがあります。

FMステレオ放送で雑音が多いときは（モノラル受信）

FM受信中に［FM音声モード］を押す（“ ”
が表示されます。）
•  ステレオに戻すときは、［FM音声モード］を押し
て“ ”を消す（通常は“ ”を消して、
ステレオ放送にすることをおすすめします。）

•  受信している周波数を変えると自動的にステレオ
放送に戻ります。

AM放送で雑音が多いときは（BP：ビートプルーフ機能）

AM受信中に「BP 1」から「BP 4」のいずれかが表示
されるまで［チューニングモード］を押したままにする
上記の操作をするたびに

BP 4
BP 1 BP 2 BP 3

•  雑音の少ないものを選んでください。
•  周波数を切り換えると、自動的に「BP 1」に戻ります。

ラジオがうまく受信できないときは
山間部や鉄筋ビルの中など、電波の弱いところやノ
イズが入るときには、屋外アンテナなどの設置をお
すすめします。

FM（テレビアンテナ端子の利用）
付属の FM簡易型アンテナを取り外します。
同軸ケーブルで、本機の FMアンテナ端子とテレビ
用アンテナ端子（F型）を接続します。
上記アンテナ端子が地上デジタル放送専用の場合は
効果がない場合があります。

本体（側面） 
家庭用テレビ用 
アンテナ端子 
（F型） 

同軸ケーブル（市販）

上記の接続をしてもうまく受信できない場合、FM
専用アンテナ（市販）やブースター（増幅器、市販）
の使用が必要になることがあります。くわしくは販
売店にご相談ください。
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テレビなど
外部機器の
音声を聴く
外部機器を接続する
● ポータブル機器 ● テレビ
● ビデオデッキ  ● 有線放送
● BS/CSチューナー など
•  電源を切った状態で接続してください。
•  接続機器の取扱説明書もご覧ください。

音声出力端子のある機器

プラグタイプ：
φ 3.5 mmステレオミニプラグ

音声出力端子 

オーディオコード 
（    19 ページ「別売品のご紹介」） 

ポータブルMDなどの機器

プラグタイプ：
φ 3.5 mmステレオミニプラグ

オーディオコード 
（    19 ページ「別売品のご紹介」） 

外部機器の音声を本機で聴く
① テレビ、有線放送、BS/CSチューナーの場合は、好

みの放送局を受信しておく
② ポータブル機器の場合、ポータブル機器側で音量を調

節しておく
③ 本機の電源を入れておく

1 ［AUX］を押してセレクターをAUXに
切り換える

AUX
2 外部機器を操作して再生する

■ 音量に過不足を感じるときは（入力レベルの変
更）：［入力レベル］を押す

押すたびに
HIGH NORMAL

HIGH： 音量が小さいとき
NORMAL： 音量が大きいとき

お知らせ

•  スピーカーから出る音がひずんだり、ノイズが発生する場合
は「NORMAL」に切り換えると改善する場合があります。

聴　

く
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iPod/iPhone の
音楽を聴く

対応している iPod/iPhone を接続すると、本機のボ
タン操作で iPod/iPhone の充電 /再生ができます。
•  iPod/iPhone に付属されている説明書などもお読
みください。

■ 本機で使用できる iPhone/iPod
（2010年 1月現在）

名前 容量
iPhone 3GS 16 GB, 32 GB
iPhone 3G 8 GB, 16 GB

名前 容量
iPod nano 第 5世代（ビデオカメラ） 8 GB, 16 GB
iPod touch 第 2世代 8 GB, 16 GB, 32 GB, 

64 GB
iPod classic 120 GB, 160 GB (2009)
iPod nano 第 4世代（ビデオ） 8 GB, 16 GB
iPod classic 160 GB (2007)
iPod touch 第 1世代 8 GB, 16 GB, 32 GB
iPod nano 第 3世代（ビデオ） 4 GB, 8 GB
iPod classic 80 GB
iPod nano 第 2世代（アルミニウム） 2 GB, 4 GB, 8 GB
iPod 第 5世代（ビデオ） 60 GB, 80 GB
iPod 第 5世代（ビデオ） 30 GB
iPod nano 第 1世代 1 GB, 2 GB, 4 GB
iPod 第4世代（カラーディスプレイ） 40 GB, 60 GB
iPod 第4世代（カラーディスプレイ） 20 GB, 30 GB
iPod 第 4世代 40 GB
iPod 第 4世代 20 GB
iPod mini 4 GB, 6 GB
•  ご使用の iPod/iPhone またはそのバージョンにより、通常
と異なる動作や表示などを行う場合がありますが、基本的な
音楽再生の利用には支障ありません。できるだけ最新のバー
ジョンをご使用ください。

•  くわしくは、下記サポートページで確認してください。
http://panasonic.jp/support/audio/mini/connect/
sc_hc30_ipod.html

iPod/iPhone を本機に接続する
•  接続前に iPod/iPhone の電源を切った状態にし
てください。

•  iPod/iPhone ケースなどを付けている場合は取り
外してください。

1 ［iPod ;］を押して電動スライドドアを
開ける

2 iPod/iPhone 専用のアダプタを
取り付ける

アダプタのツメを手前側 
から入れて「カチッ」と 
音が鳴るまで押し込む コネクター部 

ツメ 

アダプタ 

3 ① iPod レバーの［;］を押して、
iPod レバーを倒す

② iPod/iPhone を接続する

iPod レバーを 
倒したまま、iPod/ 
iPhone をしっかり 
挿し込む 

iPod レバー

4 iPod レバーを押してロックする

カチッ 

5 ［iPod ;］を押して電動スライドドアを閉める

iPod/iPhone を取り外すには
① 再生を停止して、電動スライドドアを開ける
② iPod レバーを倒し、iPod/iPhone を取り出す
③ iPod レバーを押して戻したあと、電動スライドドアを閉める

お願い

•  正しく接続するために、iPod/iPhone 専用のアダプタを必
ず取り付けてください。

•  iPod/iPhone の接続や取り外しは、iPod レバーを倒して、
ゆっくりと抜き差ししてください。iPod レバーを倒さずに
抜き差しすると、コネクター部の破損の原因となります。

•  iPod/iPhone挿入部にiPod/iPhone以外の物を入れないでください。

お知らせ

•  iPod/iPhone にアダプタが付属されていない場合は、
Apple 社からお買い求めください。

•  iPod/iPhone のデータ管理について、当社では一切の保証
はしていません。

•  iPod レバーを倒さずに、無理に iPod/iPhone を取り出すと、
iPod レバーのロックが外れる場合があります。この状態で
iPod レバーを戻すときは、iPod レバーを２回押してください。
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iPod/iPhone を本機で充電する

本機に iPod/iPhone を接続する
例）電源切時

I POD
CHARG I N G

● 充電が完了したかどうかは iPod/iPhone の画面
で確認してください。

お願い

•  充電完了後、iPod/iPhone を長期間使用しないときは、本
機から外しておいてください。充電後の自然放電により電池
が消耗しても追加充電はされません。

iPod/iPhone の音楽を本機で聴く

1 本機に iPod/iPhone を接続する

2 [iPod q/h] を押す
● [iPod q/h] は短く押してください。長く
押すと再生できない場合があります。

■ 本機のリモコンでの操作

一時停止する

[iPod q/h] を押す
•  再開するにはもう一度押す
［g］（停止）を押す
•  再開するには［iPod q/h］を
押す

曲を飛ばす
（スキップ）

［u/t］［y/i］を押す

早送り /早戻し
する（サーチ）

［u/t］［y/i］を聴きた
い位置まで押したままにする

選曲メニュー
画面に入る

［iPod MENU］を押す
•  選んで決定するには［e］［r］
で選び、［決定］を押す

•  一つ前の画面に戻るときは
[iPod MENU] を押す

音量を調節する ［4 音量 3］を押す

お知らせ

•  すでに iPod/iPhone が接続されている場合、電源切時に
［iPod q/h］を押すと、電源が入り、iPod 再生が始まります。
（ワンタッチプレイ）
•  操作表示は iPod/iPhone の画面で確認してください。

時計を合わせる
•  本機の時計は24時間表示です。

1 ［時計 /タイマー］を押す
押すたびに

（元の画面）
CLOCK PLAY 1 PLAY 2

PLAY 3

2 時計画面の表示中に
［e］［r］を押して時刻を選ぶ
● 押したままにすると、時刻が連続して変化します。
● 時計は数字ボタンでも入力できます。
 例えば16時5分の場合、[1] → [6] → [0]
→ [5] と押します。（入力を間違えた場合
は［消去］を押します。）

3 ［決定］を押す
［決定］を押した時点から、時計がスタートします。

■ 時計を確認するには：［時計 /タイマー］を押す（時
刻が10秒間表示されます。）

•  ［時計/タイマー］を数回押すと元の画面に戻ります。
•  電源切時でも［時計 /タイマー］を押すと10秒間表示されます。

お知らせ

•  時計の精度には若干の誤差がありますので、定期的な時刻補正をおすすめします。
•  コンセントを抜いたり停電したときは、時計を合わせ直してください。

おやすみタイマー
指定した時間が経過すると、自動的に再生を停止し、電源が切れます。

［スリープ］を押す
押すたびに

OFF
30 MIN 60 MIN 90 MIN

120 MIN

3 0M I N
● 解除するには「OFF」を選んでください。

■ 残り時間を確かめるには：［スリープ］を押す

2 6M I N
•  数回押すと設定を変えることができます。

お知らせ

•  おやすみタイマーとおめざめタイマー（ 16ページ）を組み合
わせて使うときは、おやすみタイマーが優先されるので、電源が
切れてからおめざめタイマーが動作するように設定してください。

タ
イ
マ
ー

iPod/iPhone
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おめざめタイマー
設定した時刻になると、電源が入って指定した音源
を再生し、終了時刻になると自動的に電源が切れま
す。
•  3 種類の設定ができます。複数の動作時刻を設定
して、使い分けることができます。

•  音源がCDのおめざめタイマーは、再生モードや
プログラム設定をしておくことが可能です。

•  時計を合わせておく（ 15ページ）
•  再生する音源（CD、iPod/iPhone など）を準備して
おく

動作時刻を設定する

1 ［時計 /タイマー］を数回押して
タイマーを選ぶ

P L AY 1
押すたびに

（元の画面）
CLOCK PLAY 1 PLAY 2

PLAY 3

•  どの番号を選んでもかまいません。

2 ① 設定画面の表示中に
［e］［r］を押して開始時刻を設定
する

例）

1 6 0 5
● 数字ボタンでも入力できます。
② ［決定］を押す

3 ① ［e］［r］を押して終了時刻を設定
する

1 9 0 0
● 数字ボタンでも入力できます。
● 開始時刻から終了時刻までの時間が1分
以上になるように設定してください。

② ［決定］を押す

タイマーを動作させる

1 ① 再生する音源のセレクターに
切り換える

② 再生する音量に合わせる

2 ［再生z］を押して動作させたい
タイマー（zPLAY 1、zPLAY 2、
zPLAY 3）を選ぶ

P L AY 1
設定時に表示

開始時刻と終了時刻が順に表示されます。
● 無効にするには［再生z］を数回押して
“ ”を消します。

3 ［電源］を押して電源を切る
（電源を切らないと、タイマーは動作し
ません。）

■ タイマーを設定すると
•  設定した時刻になると、設定した音量までフェー
ドイン（徐々に大きく）して再生します。（動作
中は“ ”が点滅します。）

■ 設定したタイマーの内容を確認するには：
［再生z］を押す

•  タイマーの内容確認は、電源切時でも可能です。［時
計 /タイマー］を２回押すと、設定内容が順に表
示されます。

お知らせ

•  タイマー動作設定後にも、通常の再生操作などが可能です。
再生時に音源や音量を変更しても、タイマー動作時は、設定
した音源 /音量になります。（再生後は必ず電源を切ってく
ださい。）

•  タイマーは無効にしない限り、設定した時刻に動作します。
•  音源にAUXを選んだ場合は、外部機器側も、同じ時刻に動
作するように設定してください。

•  おめざめタイマーの動作設定は1種類のみになります。
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音質・音場効果
を楽しむ
好みの音質を楽しむ
好みの音質を選ぶことができます。（EQ：イコライ
ザー）

［プリセットEQ］を押して好みの音質を選ぶ
押すたびに

FLAT
HEAVY SOFT CLEAR

VOCAL

HEAVY：  ロックなど、パンチを効かせるとき
SOFT：  BGMとして聴くとき
CLEAR：  ジャズなど、高音部を鮮明にするとき
VOCAL：  ボーカルにつやを出したいとき
FLAT：  音質効果を使わないとき

「FLAT」以外に設定すると“ ”が表示されます。

低域 /高域を調整する
バス（低域）とトレブル（高域）のレベル調整がで
きます。

1 ① ［BASS/TREBLE］を押す

② ［e］［r］を押してバスのレベルを
設定する

BASS 0
•  「－ 4」から「＋4」まで調整できます。

2 ① 「BASS」設定画面の表示中に
［BASS/TREBLE］を押す
② ［e］［r］を押してトレブルの
レベルを設定する

TREB LE 2
•  「－ 4」から「＋4」まで調整できます。

豊かな低音で聴く
低い周波数の重低音を大きくします。

［D.BASS］を押す
押すたびに

ON D.BASS OFF D.BASS

ON D . BA S
お知らせ

•  再生する音源によっては効果の少ないものもあります。

サラウンド効果を楽しむ

［サラウンド］を押す
押すたびに

ON SURROUND OFF SURROUND

ON SUR RO

より自然な音で聴く
iPod/iPhone/AUXの再生時に、より自然な音質
にする効果があります。

［リ . マスター］を押す
押すたびに

ON RE-MASTER OFF RE-MASTER

タ
イ
マ
ー

お
め
ざ
め
タ
イ
マ
ー

使
い
こ
な
す



18

便利な機能
電源の切り忘れを防ぐ オートオフ

以下の状態で、ボタン操作のない状態が約30分以
上続くと、自動的に電源が切れます。
•  CDの停止中 /一時停止中
•  AUX/iPod が無音に近い状態

セレクターが FM/AM以外のときに
［オートオフ］を押す

1 3 7 0 1 1
● 解除するにはもう一度押してください。

お知らせ

•  一度設定しておくと、電源を切 /入してもオートオフ機能が
働きます。

CDの再生時間などの情報を見る

［表示切換 /―ディマー］を数回押す

主な内容
•  再生経過時間
•  再生中の曲の残り時間

表示部の明るさを変える

表示部の明るさが変わるまで
［表示切換 /―ディマー］を押したままにする
押すたびに
表示部（暗） 表示部（明）

一時的に消音する

［消音］を押す
「MUTE」が点滅表示されます。

■ 解除するには：もう一度［消音］を押す／音量を
調節する／電源を切 /入する

ヘッドホンで聴く

プラグタイプ：
φ 3.5 mmステレオミニプラグ

ヘッドホン（別売） 

お願い

•  接続するときは、音量を下げてください。

音のエチケット
楽しい音楽も時と場所によって
は気になるものです。特に静か
な夜間には窓を閉めたり、ヘッ
ドホンをご使用になるのも一つ
の方法です。

音のエチケット
シンボルマーク
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リモコンモードを変更する
他の機器のリモコンで本機が誤動作するときに行い
ます。
•  お買い上げ時の設定は「REMOTE 1」です。

•  本体側のリモコンモードを切り換えてから、リモ
コン側を切り換えます。

本体側の切り換え

1 ［AUX］を押してセレクターをAUXに
切り換える

2 本体の［AUX］を押したまま、
リモコンの［2］を2秒以上押した
ままにする

REMOT E 2
リモコン側の切り換え

3 リモコンの［決定］を押したまま、
数字ボタンの［2］を2秒以上
押したままにする

設定が終わったら、動作を確認してください。
リモコンの操作ができれば、正しく設定されてい
ます。リモコンが働かないときは、画面に表示さ
れている数字にリモコン側を切り換えてください。
例） 「REMOTE 2」と表示された場合、リモコン

の［決定］を押したまま、数字ボタンの［2］
を2秒以上押したままにする。

■ リモコンモードを「REMOTE 1」に戻すには：
① 手順 2 で本体の［AUX］を押したまま、リモコ
ンの［1］を2秒以上押したままにする

② リモコンの［決定］を押したまま、数字ボタンの
［1］を2秒以上押したままにする

別売品のご紹介
別売品の品番は、2010年 1月現在のものです。
品番は変更されることがあります。

■ 外部機器とつなぐには
● オーディオコード（ステレオミニプラグ～ピンプ
ラグ）

•  RP-CAPM3G15（1.5 m）
● オーディオコード（ステレオミニプラグ～ステレ
オミニプラグ）

•  RP-CAM3G15（1.5 m）

「Made for iPod」とは、iPod 専用に接続するよう設
計され、アップルが定める性能基準を満たしているとデ
ベロッパによって認定された電子アクセサリであること
を示します。
「Works with iPhone」とは、iPhone 専用に接続する
よう設計され、アップルが定める性能基準を満たしてい
るとデベロッパによって認定された電子アクセサリであ
ることを示します。
アップルは、本製品の機能および安全および規格への適
合について一切の責任を負いません。
iPod は、米国および他の国々で登録されたApple Inc. 
の商標です。

•  本文で記載されている各種名称、会社名、商品名などは
各社の商標または登録商標です。なお、本文中ではTM、
®マークは一部記載していません。

別
売
品
の
ご
紹
介

便
利
な
機
能

使
い
こ
な
す

必
要
な
と
き
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Q&A（よくあるご質問）

Q（質問） A（回答） 参照
ページ

他
の
機
器
と
の
接
続

テレビをつなぎたい 「AUX」端子に接続すると、音声のみ本機でお楽しみいただけます。 13

有線放送をつなぎたい 「AUX」端子に接続します。 13

アナログレコードプレーヤーを接続
したい

フォノイコライザー内蔵タイプのプレーヤーなら、「AUX」端子に
接続して使用可能です。（機器によってはコネクタ変換が必要）内
蔵していないプレーヤーの場合は、外部にフォノイコライザー（他
社品）を接続して「AUX」端子に接続してください。

13

そ
の
他

長期間使用しないのだが、どうすれ
ば？

節電のために電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてお
くことをおすすめします。
ただし、再使用時には、時計の再設定が必要です。

―

再生時の音質を変えたい イコライザーの設定を変えてみるのも１つの方法です。 17

ジャズが好きなんだけど… 
イコライザーの設定を 
変えてみようかしら 

お買い上げ時の音質は…？

お買い上げ時には、EQ（イコライザー）が
「HEAVY」（重低音と高音を強調する音質）に、
D.BASSが「ON D.BASS」（重低音を強調する音質）に
設定されています。
お好みの音質に設定してお楽しみください。
（     17 ページ）

こんな表示が出たら
表　示 意　味 処　理

ADJUST CLOCK タイマーを動作させるには時計設定が必要です。時計を合わせてください。（ 15ページ）

ADJUST TIMER タイマーの開始時刻と終了時刻を設定していません。 タイマーの開始時刻 /終了時刻を設定してください。（ 16ページ）

CHECKING 
CONNECTION

接続した iPod/iPhone を確認中です。 表示が消えてから操作を行ってください。

ERROR 誤った操作をしています。 再度操作をやり直してください。

F61 異常が発生しました。 一度電源を入れ直してください。それでも表示が消えな
いときは、販売店にご相談ください。F76

ILLEGAL OPEN 電動スライドドアが正常な位置にありません。一度電源を切ってください。

NO DEVICE iPod/iPhone が接続されていません。 iPod レバーを操作して、iPod/iPhone を接続し、iPod/
iPhoneがロックされた状態にしてください。（ 14ページ）

iPod/iPhone が操作できない状態です。 iPod/iPhone の状態を確認してください。

NO DISC CDが入っていません。または、曲の入っ
ていないCD-Rなどを入れました。

再生できるCDを入れてください。

NO PLAY 再生できない曲です。 その曲をスキップして再生します。
再生できないディスクです。 再生できるディスク（ 8、9ページ）に取り換えてください。

PGM FULL プログラム曲数が24曲を超えようとしています。（これ以上のプログラムはできません。）

READING CDの情報を読み込んでいます。 「READING」消灯後に操作してください。
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REMOTE 1 リモコンモードの設定が本体と合っていま
せん。

「リモコンモードを変更する」（ 19ページ）でリモコ
ン側を切り換えてください。REMOTE 2

UNLOCKED iPod レバーがきちんとロックされていません。iPodレバーをきちんとロックしてください。（ 14ページ）

故障かな！？
修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。なお、これらの処置をしても直らない場合や、
この表以外の症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。

長時間使用すると、本体が熱を持ちますが、使用には差しつかえありません。

こんなときは ここをご確認ください 参照
ページ

■ システム全体に共通
電源が入っているのに何の操作も
受け付けなくなった

次の操作をして、本機を購入時の設定に戻してください。
① 一旦電源コードを抜き、本体の［電源8］を押しながら電源コードを接続する。
② 表示部に「ーーーーーーーー」が表示されるまで本体の［電源8］を押

したままにする。

—

時間が経つと電源が切れている オートオフ機能が有効になっていませんか。設定を無効にしてください。 18
再生中に「ブーン」という音がす
る

•  接続コードの近くに電源コードや蛍光灯がありませんか。電気器具を本機
からできるだけ離してください。

•  電源コードを逆に差しかえてみてください。
—

■ CD
•  CDを入れても、表示部が変わらない
•  再生ボタンを押しても再生が始
まらない

規格外のCDを使用していませんか。 8
寒いところから急に暖かいところに持ってきたなど、急激な温度差で、レンズ
部に露付きが生じることがあります。約1時間待ってから使用してください。 —

特定の箇所が正常に再生しない CDを柔らかい布でふいてください。 8
電動スライドドアが正しく閉まらない 電源を入れ直してください。 —

■ラジオ
•  FM放送やAM放送がうまく受
信できない
•  雑音、ひずみが多い
•  “ ”が点滅する

FM簡易型アンテナやAMループアンテナを接続してください。 7
アンテナの設置場所や向きを変えてみてください。 —
アンテナ線と電源コードをできるだけ離してください。 —
送信所が遠かったり、近くに大きなビルや山がある場合は、屋外アンテナを
利用してみてください。

12

テレビ、ビデオデッキ、パソコン、BSチューナーなどの電源が入っていま
せんか。また、近くで携帯電話の充電をしていませんか。各機器の電源を切る、
または本機と各機器との距離を離してください。

—

■ iPod/iPhone
iPod/iPhone を挿入しても、認
識されない

•  iPod/iPhone が対応している機種かどうか、確認してください。
•  iPod/iPhone の状態を確認してください。
くわしくは、下記サポートページで確認してください。
http://panasonic.jp/support/audio/mini/connect/sc_hc30_ipod.html

14

•  ［iPod MENU］で操作ができない
•  充電が完了してもiPod/iPhone
の電源が切れない

iPod/iPhone の状態を確認してください。
くわしくは、下記サポートページで確認してください。
http://panasonic.jp/support/audio/mini/connect/sc_hc30_ipod.html

—

■ リモコン
リモコン操作ができない 乾電池の(、)を正しく入れてください。 2

新しい乾電池と交換してください。 2
本体側とリモコン側のリモコンモードが異なっている場合は、リモコン側の
リモコンモードを本体と合わせてください。

19

•  本機のリモコン操作で他の機器が誤動作する
•  他の機器のリモコンで本機が誤動作する

他の機器が干渉しないように、本機のリモコンモードを変更してください。
19
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安全上のご注意（必ずお守りください）

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損
害の程度を区分して、説明しています。

 警告 ｢ 死亡や重傷を負うおそ
れがある内容」です。

 注意
｢ 傷害を負うことや、財
産の損害が発生するお
それがある内容」です。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明し
ています。（次は図記号の例です）

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

気をつけていただく内容です。

 警告
異常・故障時には直ちに使
用を中止する

異常があったときには、電
源プラグを抜く

● 煙が出たり、異常なにおいや音がする
● 音声が出ないことがある
● 内部に水や異物が入った
● 電源プラグが異常に熱い
● 本体に変形や破損した部分がある
そのまま使うと火災・感電の原因になります。
•  電源を切り、コンセントから電源プラグを抜
いて、販売店にご相談ください。

電源コード・プラグを破損
するようなことはしない

（傷つける、加工する、熱器具に近づける、無
理に曲げる、ねじる、引っ張る、重い物を載せ
る、束ねるなど）
傷んだまま使用すると、火災・感電・ショート
の原因になります。
•  コードやプラグの修理は、販売店にご相談く
ださい。

ヘッドホン使用時は、音量
を上げすぎない
耳を刺激するような大きな音量で
長時間続けて聴くと、聴力が大き
く損なわれる原因になります。

電池は誤った使いかたをし
ない

● 指定以外の電池を使わない
● 乾電池は充電しない
● 加熱・分解したり、水などの液体や火の中
へ入れたりしない

● (と)を針金などで接続しない
● 金属製のネックレスやヘアピンなどといっ
しょに保管しない

● (と)を逆に入れない
● 新・旧電池や違う種類の電池をいっしょに
使わない

● 被覆のはがれた電池は使わない
取り扱いを誤ると、液もれ・発熱・発火・破裂
などを起こし、火災や周囲汚損の原因になりま
す。
•  電池には安全のため被覆をかぶせています。
これをはがすとショートの原因になりますの
で、絶対にはがさないでください。

コンセントや配線器具の定
格を超える使いかたや、交
流100 V 以外での使用は
しない

たこ足配線等で、定格を超えると、発熱による
火災の原因になります。
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安
全
上
の
ご
注
意
（
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
）

内部に金属物を入れたり、
水などの液体をかけたりぬ
らしたりしない

ショートや発熱により、火災・感電の原因にな
ります。
•  機器の上に水などの液体の入った容器や金属
物を置かないでください。

•  特にお子様にはご注意ください。

電池の液がもれたときは、
素手でさわらない

•  液が目に入ったときは、失明のおそれがあり
ます。目をこすらずに、すぐにきれいな水で
洗ったあと、医師にご相談ください。

•  液が身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症
やけがの原因になるので、きれいな水で十分
に洗い流したあと、医師にご相談ください。

分解、改造をしない
内部には電圧の高い部分があり、
感電の原因になります。

ぬれた手で、電源プラグの
抜き差しはしない
感電の原因になります。

雷が鳴ったら、本機や電源
プラグ、アンテナ線に触れ
ない
感電の原因になります。

電源プラグのほこり等は定
期的にとる
プラグにほこり等がたまると、湿
気等で絶縁不良となり、火災の原
因になります。
•  電源プラグを抜き、乾いた布で
ふいてください。

電源プラグは根元まで確実
に差し込む
差し込みが不完全ですと、感電や
発熱による火災の原因になりま
す。
•  傷んだプラグ・ゆるんだコンセ
ントは、使わないでください。

使い切った電池は、すぐに
リモコンから取り出す
そのまま機器の中に放置すると、
電池の液もれや、発熱・破裂の原
因になります。

 警告
安
全
上
の

ご
注
意

 注意
電動スライドドアに指をは
さまれないように注意する
けがの原因になることがありま
す。
•  特にお子様にはご注意ください。

コードを接続した状態で移
動しない

接続した状態で移動させようとすると、コード
が傷つき、火災・感電の原因になることがあり
ます。
また、引っかかって、けがの原因になることが
あります。
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不安定な場所に置かない
高い場所、水平以外の場所、振動
や衝撃の起こる場所に置かない
倒れたり落下すると、けがの原因
になることがあります。

本機の上に重い物を載せた
り、乗ったりしない

倒れたり落下すると、けがの原因になることが
あります。
また、重量で外装ケースが変形し、内部部品が
破損すると、火災・故障の原因になることがあ
ります。

放熱を妨げない
内部に熱がこもると、火災の原因
になることがあります。

•  背面の通気孔をふさがないでください。
•  また、外装ケースが変形する原因にもなりま
すのでご注意ください。

異常に温度が高くなるとこ
ろに置かない

温度が高くなりすぎると、火災の原因になるこ
とがあります。
•  直射日光の当たるところ、ストーブの近くで
は特にご注意ください。

•  また、外装ケースや内部部品が劣化する原因
にもなりますのでご注意ください。

油煙や湯気の当たるところ、
湿気やほこりの多いところ
に置かない
電気が油や水分、ほこりを伝わり、
火災・感電の原因になることがあ
ります。

屋外アンテナの設置、工事
は自分でしない

強風でアンテナが倒れた場合に、けがや感電の
原因になることがあります。
•  設置・工事は販売店にご相談ください。

ヘッドホン接続前に、音量
を下げる
音量を上げ過ぎた状態で接続する
と、突然大きな音が出て耳を傷め
る原因になることがあります。
•  音量は少しずつ上げてご使用く
ださい。

長期間使わないときは、リ
モコンから電池を取り出す
液もれ・発熱・発火・破裂などを
起こし、火災や周囲汚損の原因に
なることがあります。

長期間使わないときや、お
手入れのときは、電源プラ
グを抜く

通電状態で放置、保管すると、絶縁劣化、ろう
電などにより、火災の原因になることがありま
す。
•  ディスクや iPod/iPhone は、保護のため取
り出しておいてください。

安全上のご注意（つづき）

 注意
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仕
様 

／ 

さ
く
い
ん

安
全
上
の
ご
注
意
（
つ
づ
き
）

仕様
■ アンプ部
実用最大出力
（両CH動作）

40 W (20 W + 20 W)
6 Ω、1 kHz、全高調波ひずみ率10 %

■ 入出力端子部
ヘッドホン
端子

ステレオミニ（φ 3.5 mm）
適合ヘッドホンインピーダンス：
16～64 Ω

AUX ステレオミニ（φ 3.5 mm）
iPod/iPhone
端子

 iPod/iPhone 専用端子

■ FMチューナー部
受信周波数
帯域

76.0～90.0 MHz （100 kHzステップ）

アンテナ端子 75 Ω（不平衡型）
■ AMチューナー部
受信周波数
帯域

522 ～ 1629 kHz（9 kHz ステップ）

■ CD部
再生可能
ディスク

8 cm/12 cm
CD、CD-R、CD-RW

再生可能
フォーマット

CD-DA

サンプリング
周波数

44.1 kHz

量子化 16 ビット直線
光源 半導体レーザー
波長 795 nm
レーザーパワー CLASS Ⅰ
チャンネル数 2 チャンネル（ステレオ）
■ スピーカー部
形式 1ウェイ1スピーカーシステム

（パッシブラジエーター型）
フルレンジ：6.5 cm× 2　コーン型
パッシブラジエーター：8 cm× 4

インピーダンス 6 Ω
防磁設計 防磁なし
■ 総合
電源 AC100 V　50/60 Hz
消費電力 28 W
寸法
（幅×高さ×奥行）

500 mm × 201 mm × 102 mm

本体厚み
最薄部

69 mm

質量 約2.8 kg
許容動作温度 ０ ℃～+40 ℃
許容相対湿度 35 %～ 80 % RH（結露なきこと）

電源切（スタンバイ※）時の消費電力：約0.04 W

※  iPod/iPhone 非充電時
注）•  この仕様は、性能向上のため変更することがあります。
　　•  全高調波ひずみ率は、スペクトラムアナライザーによる

第10次高調波までの総和です。

さくいん
英数字

BASS ........................................17
CD ................................................9
D.BASS ....................................17
iPod/iPhone
聴く ........................................15
充電 ........................................15

TREBLE ...................................17
1曲再生 ....................................10

あ　行

オートオフ ................................18
オートチューニング .................12
屋外アンテナ ............................12
おめざめタイマー .....................16
おやすみタイマー .....................15
音質・音場 ................................17

か　行

外部機器 ....................................13
聴く
CD .............................................9
iPod/iPhone .......................15

外部機器 ................................13
ラジオ ....................................11

さ　行

サーチ ...................................9, 15
再生
1曲 ........................................10
ダイレクト .............................10
プログラム .............................10
リピート ................................11

再生モード ................................10
サラウンド ................................17
消音 ............................................18
スキップ ...............................9, 15
スピーカー ...................................7

た　行

タイマー
おめざめ ................................16
おやすみ ................................15

ダイレクトプレイ .....................10
テレビ ........................................13
電動スライドドア ........................5
時計 ............................................15

な　行

入力レベル ................................13

は　行

ビートプルーフ ........................12
表示部 ...........................................5
明るさ ....................................18

プリセットEQ .........................17
プリセットチューニング .........12
プログラムプレイ .....................10
ヘッドホン ................................18

ま　行

マニュアルチューニング .........12
モノラル受信 ............................12

ら　行

ラジオ ........................................11
ランダムプレイ ........................10
リピートプレイ ........................11
リ . マスター .............................17
リモコン ..................................2, 6
リモコンモード ........................19

わ　行

ワンタッチプレイ ................9, 15
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保証とアフターサービス（よくお読みください）

修理・使いかた・お手入れ　などは
■ まず、お買い求め先へ ご相談ください

▼お買い上げの際に記入されると便利です

販売店名
電　話　　　　（　　　）　　　－
お買い上げ日　　　　　　　年　　月　　日

修理を依頼されるときは
「こんな表示が出たら」「故障かな !?」（
20～ 21ページ）でご確認のあと、直ら
ないときは、まず電源プラグを抜いて、お
買い上げ日と右の内容をご連絡ください。

コンパクトステレオシステム● 製品名

SC-HC30● 品　番

故障の状況 できるだけ具体的に●

● 保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたします。
保証期間：お買い上げ日から本体1年間

● 保証期間終了後は、診断をして修理できる場合はご要望により修理させていただきます。
※ 修理料金は次の内容で構成されています。
 技術料   診断・修理・調整・点検などの費用
 部品代   部品および補助材料代
 出張料   技術者を派遣する費用

※ 補修用性能部品の保有期間 8年
 当社は、このコンパクトステレオシステムの補修
用性能部品（製品の機能を維持するための部品）
を、製造打ち切り後8年保有しています。

■ 転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください
 ※  「よくある質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。

http://panasonic.jp/support/
● 修理に関するご相談は………………

● 使いかた・お手入れなどの
ご相談は………………………………

※  ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合があります。

【ご相談におけるお客様に関する情報のお取り扱いについて】
パナソニック株式会社およびパナソニックグループ関係会社（以下「当社」）は、お客様の個人
情報をパナソニック製品に関するご相談対応や修理サービスなどに利用させていただきます。
併せて、お問い合わせ内容を正確に把握するため、ご相談内容を録音させていただきます。また、
折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いただいておりますので、ご了承
願います。当社は、お客様の個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理
由がある場合を除き、第三者に個人情報を開示・提供いたしません。個人情報に関するお問い
合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。
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お宅の家電情報をまとめて登録管理! エンジョイポイントをためてプレゼントに応募!
アンケートにもご協力をお願い申し上げます。

※このサービスはWEB限定のサービスです。

お宅の家電情報をまとめて登録管理! エンジョイポイントをためてプレゼントに応募!
アンケートにもご協力をお願い申し上げます。

※このサービスはWEB限定のサービスです。

愛情点検 長年ご使用のコンパクトステレオシステムの点検を！

こんな
症状は
ありませ
んか

•  煙が出たり、異常なにおいや音が
する

•  音声が出ないことがある
•  内部に水や異物が入った
•  本体に変形や破損した部分がある
•  その他の異常や故障がある

ご使用
中止　

故障や事故防止のた
め、電源を切り、コン
セントから電源プラグ
を抜いて、必ず販売店
に点検をご相談くださ
い。

便利メモ
（おぼえのため、
記入されると便利
です）

販 売 店 名 ☎（　　　）　　　－　　　　 品　番 SC-HC30

お 客 様
ご相談窓口

☎（　　　）　　　－　　　　 お買い上げ日 　　　年　　月　　日

お手入れ
電源プラグをコンセントから抜き、乾いた柔らかい
布でふいてください。
•  汚れがひどいときは、水にひたした布をよく絞っ
てから汚れをふき取り、そのあと、乾いた布でふ
いてください。

•  ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤など
の溶剤は、外装ケースが変質したり、塗装がはげ
るおそれがありますので使用しないでください。

•  化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従っ
てください。

保管
■ 次のような場所に置かない
•  直射日光の当たる場所
•  湿気やほこりの多い場所
•  暖房器具の熱が直接当たる場所

̶このマークがある場合は̶

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報

このシンボルマークはEU域内での
み有効です。
製品を廃棄する場合には、最寄りの
市町村窓口、または販売店で、正し
い廃棄方法をお問い合わせください。
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